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　インタビューの回数は6名に1回ずつ実施し（合計 6回），総時間は2時間 14 分，平均面接








氏名 Aさん Bさん Cさん Dさん Eさん Fさん
性別 男 女 女 女 男 男
年令 40 代 50 代 50 代 20 代 50 代 50 代
勤務年数 22 年 30 年 6 年 8 年 10 年 30 年
サ ビース管理
責任者の年数















担当ホーム数 5ホーム 4ホーム 6ホーム 5ホーム 5ホーム 5ホーム
担当利用者数 25 名 23 名 約 24 名 約 30 名 約 25 名 約 20 名

















































































































































159第 11 号　2016（平成 28）年度
知的障害者グループホームにおける個別支援の現状と課題―サービス管理責任者と世話人の関係性に着目して―
（表―3）「利用者ニーズに合った個別支援」のカテゴリー，コード，データ

































































161第 11 号　2016（平成 28）年度
知的障害者グループホームにおける個別支援の現状と課題―サービス管理責任者と世話人の関係性に着目して―
（表―4）「サービス管理責任者の課題」のカテゴリー，コード，データ


















































































163第 11 号　2016（平成 28）年度
知的障害者グループホームにおける個別支援の現状と課題―サービス管理責任者と世話人の関係性に着目して―
（表―5）「世話人の課題」のカテゴリー，コード，データ




















































































165第 11 号　2016（平成 28）年度
知的障害者グループホームにおける個別支援の現状と課題―サービス管理責任者と世話人の関係性に着目して―
（表―6）「サービス管理責任者の代行・対応」のカテゴリー，コード，データ






























































167第 11 号　2016（平成 28）年度
知的障害者グループホームにおける個別支援の現状と課題―サービス管理責任者と世話人の関係性に着目して―
Ⅴ．本研究の限界
　本研究は，知的障害者グループホームのサ ビース管理責任者と世話人の関係性に焦点を当て，
サ ビース管理責任者が捉える個別支援の現状と課題について明らかにしてきた。この両者の関
係性に着目したのは，これまでの知的障害者グループホームに関する先行研究の多くが，世話人
に関する研究に限られているためであり，サ ビース管理責任者に着目した研究が極めて少なかっ
たからである。
　本研究の調査対象者は，同一法人内のサ ビース管理責任者に限定した。そのため，6名とい
う少数となり，十分なデ ター量を確保することができなかった。また，世話人が捉える個別支援に
ついての検証ができなかったことから，情報に偏りが生じていると考えられる。このことは，本研究
の限界であると言わざるを得ない。
　しかし，本研究で得られた新たな知見に基づき，他の知的障害者グループホームを対象とした
実態調査を行うことで，本研究の知見の検証と一般化が可能になると思われる。本研究で指摘し
た内容は，今後の課題として引き続き検証を重ねていく必要がある。
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